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號ぉ十八な S 絶‘誌雜學物動 


をお瞒する次第であります。 

因じ化クモは±中の生活をでありまして裏打はうすい 
乍らトタブ グモ科の様な孔を穿も立派に戶鉴を作つてお 
b ます。普通じ尘居性のトタブグモの居さうな所を木の 
なじどで落葉を掃ふ様じして孔をみつ 
けて採るのがよからうと化ひます。解 
剖なががの標は普通の熱湯閒を法 
で殺し W をして、六十％化の酒精にが 
巧の事。纯きたも S は管瓶に乂れ木が 
で盤をずる化 b じ脫脂綿で固く格を施 
して送つていただきたくあります、一 
過問化ならば化なないで着くと化ひ4 
ず。 (岸田久吉) 

0「コアサジシ」出形縣下じ 

蒂贿ず 

『海產化誰爲類阔說』。『日本烏颁陶 
說』じは「コアジサシ」のか W に就いて 
「本邦じては萊京： S 商の地じ產ず」と記 
載しあり。本誌 S な凹十四號『埼玉縣 
下にて獲られたる海爲』の記事の中じ 
は巧玉地方をなて本邦じ於ける最化の補獲地せらるる 
が如く記載しあり。然るじ本誌 S 巧五十一號『山形縣化 
內地方じをしき爲類』の記事，の中じ庄內地方にては六パ 
の巧旧觀當時じ於て常に水巧の上を飛翔しつ； W をを〇 

tlR さ 0「 n ア•シサ > j 山が巧下に塞ザ OS ドリい波リ 


るを見るかを報がられたり。實勝「コアジサシ」は W 形縣 
が山地ホに於てもをしからず春季渡 b 巧ら六と月の頃嚴 
止川河焊の破礫地じ產卵脊雛し秋季渡り去るを見る。為 
眞はが W 地ぶ鹿「ユアジサシ」ぶな(剝製)及び鹏化後 S 凹 
U の雛(生な)なり。 (巧禪健夫) 

〇ヒヨドリの渡り 

大止七年：立リ十みりけ巧、川 U が若松な立が一お院 
前なる娩藤院なぶにが曲中、ザ前八げ半明、が邮た上 
のが中からなさ；一:む孔十米突ホの巧中沁'げ、じ3ド V 
神が脈かじ化しな閒にげ應しつ-^化化もがしてがりが 
くの私、度々茲めむ。化なしてみると、なりではない。 

一 - u だり巧：：：なりの間.^陥ス、而かんが穂な踏るを少 
潔し巧さうな靜かな朝九昨郎巧に限らむてゐるやうじ 
誠みられた。巾化じ W れスゐむかつた川 n は獅みに波 
階な化お^化等 じ 3 ドリ^所化に向けおめわ 0 

が中に端なくん、が藤が、巧闽巧 H 郎一一巧かぐ，、ぶ 
の；.巧知なへられわ。 

化一、豐前たぉの巧、延命寺附お燃が.所化地の巧巧 
の木立ょり彦な^おしで、个殺が前を U 、 が求に、ヨヒ 
ドリ人がの波り合化られたといふこと。化し现々では 
见るみがたいだらうといんこと。 

化*一、时じく i > 前い狮峭から滿巧むおおしてが#ホ 
じぉるたがは、々尙ほ化らる t といふこと。化し今やがや六パじんりしこ 
とか〇げ视盤からむといんこと， 

W スホん年知错つこと t 化必しわ。說卵の化せのはじ、的进が二み『か 
略の漉り』とあけん。化化りじがいては、池が川 U 巧乂两闽ホじ巧なしわ， 
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(が な】〇原のの蜘巧：：：本にも座ィる專 

蛛じは各 isthotheis (後方じ蜘巧の有る類；}と云ふ名を 
がけ主した。 

日本には面白い此の Mesotbel 巧の蜘蛛は多み見付かる 
まいとをへられました。所が理學±奥が多化巧の鹿兒稳 
附近の蜘蛛採樂品の中じ户ミ0ミ：.7、を屬のトタブグモのお 
燥して縮上つたのがぁつて々ホ學的に輿味をを三られた 
めで、其の採集方を旧崎ぶ吉巧を < 
かして江崎傑 S 巧に化賴して聞い 
たが、閒巧が鹿兒島を去られたた 
め、.お U 同氏か•り木ががを巧に賴 
んでくれられ、數個のトタブグモ 
科あ類似の蜘蛛を手にずる巧を姑 
たので見た所當初が望のもの i 外 
に、な外々々極めてな外じも資 eso 
thek- の生きた蜘蛛雌の成隙二ぶ 
がはいつて巧る事を見出しまし 
た。由巧現が gesothel 巧 = Lipbs ‘ 
tiid 巧のもので完查な標おと云ぅも【 

をは殆ど無いので奇麗な樹のおて居る報吿も其本义じは 
標品の不良な事を蕾添へてぁる樣。次第でぁりまず、小 
をの巧たのは極めて完をなもので膽部ド而後.が後方の腹 
板をも能く覚へ得る稱じ立派でぁ b ます。 

化の曰本產1^ぷ区8な乙8皆{161‘は1/富/をミ83を口4夕1849 
頗じ近<而も.、旣知の S 穗 (1 • . L •か？•、ミり " r ./ TKOWK 。！，、 
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•2- L - desuit ミ. Sc 日む jyrE リ L , m ミ nillutus P 公 CKARV 

civMBSDOE 、 w . 卜•ミ/ミ。ご . a ミ含 T * T 田 0 》因けたとは巧かじ 
異なる穂じ屬し、殊に胸板 (cephalothoracic sternu 巨)あ 
第二腹節の腹板を蜘がじ於て其の然る所なを示して居り 
ます。故に踞見者に敬想を表して 「ネムラグモ jL をミ交をた 
を.、ミ？？•ミ • K •只 IS 田 ID 、 V と呼ぶ 事 じ致したいと化ひま司 
科の他の1 r 捣は、 i さ完？.ミ、 0 ミを出. 
^ Simon , 】903と：でひ、スマトラ產 
^ の一穗 、一. 27 ミミミ E •穿 M 0 N をを 
^ んで巧るだけであります。昨の一一 
頗の確固たる臨別點 K 次の衷の通 
斑 ぃであります。 

如ん前後兩藥 fiinctioiml 量 imere 夏 
則娘の第ーー節は長くて夕數のミー- 
一ーロー資一‘ーロ度を^し 了 ^ 
一節は太ぃが半閒狀で短ぃ 

. リヒスブィクス屬 

前後兩巧じは第二節は無く第 

節は圓な狀を呈 して居ります . アナディア 

ブン顧「ネムラグモ」の解剖踞生におつて解决せら 
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れ ょぅかとも 化はれる事が多いので單じ珍しい ものが 日 
本の ； Fau ゴ a じは いつたと 云ふ；3外じ非常な 喜悅と 希望を 
得ましたが、尙ほ雄も得たいし、みホや I 般の習性をも 
知りたいから、巧じ寫眞を稀み雜錄欄をふさいで御援助 
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號五十八巧 S 第誌雜學物動 


をせで居まず、是等の蜘蛛は腹部の上下兩®共じ環節が 
はつき b わかつて居るので興ホが ありまず •現がの樓類 
ではピナン、ビグマな スマトラからの 採集品で！ Jipbistiid ? 
と云ふ科がが巧て辟まして巧科のを數二屬 W 縷がを集代 
の化 巧の蜘蛛とは可成様子はもがふが矢張り腹部じ環節 • 
を示して居るため頗る學者の化意を葱いて居ます。 

觀つて蜘蛛の個體發生を見ると其の胚體の腹部じは明 
かじ環節を表はし、其巧の或者じ於ては appendages を 
も 生じて成體とは可化巽なる有樣を皇して居まず。環節 
の數は略礎實と認められる所だけを申すと、最少八個 

(p/o/asM I OLAPAE か DE" 27 ミ • を/なさ —Y MOMlTTOa 一巧 K \‘、 

^々たさミ-^ W 1 SHINOUYE ., 。す.)穀多十二個 ( P 7 ミタミ-^ 
W 0 H 1 M 巧田 wrrscH , Tro も〇菱 -> JAWOKOWW お Y ., etp )、 第四第 
お兩腹節の appendag ミは前巧、締巧、間雖、中巧及後 
巧となつて多くは成體じも殘がして居り、締巧、間.がは 
第四腹節の肢の Endopodite で互じ homologous のもの 
で前巧は其の因 xopodite であゎ、中魏は第五腹節の股の 
お口 dopodite でながは其の Exopodite であると云ふ事で 
あ.〇ます。 

然るじサソリ、サソブモドネ、ザトクムシ、カニムシ 
の如き A^bdo 臣 iual SOBites の distinct } な ものを節腹類 
(A を hrogastrida } ダニの如き Abdo 吕 i ゴ al OTOmitew の fuse し 
て累扔 mentation のあとさへわからのものを 球腹額 ( sph — 

を ミ g 爱 trida ) と哀ふ風じ蜘蛛綱をか類した書物が隨か ぁ： 

•(雜 ', A ) 0原的りがか目本にも废する事 


らぇず、而して蜘綠が球腹城へ編入されてあるのじを趣 
じは誰も不思络がらののは何うしたものでせうか。索ょ 
を個體潑生じがて膝の時代じ環節があつたところで成蹲' 
じなつて之を見ののが一般な場合球腹類のぶは差支無い 
として宜しいでせうが、 iu . tbrolycosid 夕 Liphistiid 巧の 樣 
じぶ體で判が.と背扳 (Tergal plates ) 腹板 (sternal plat 装) 
が體節を示して居る場合球腹類のぶは問題じせられざる. 
を得ないわけでをら うと 思ひまず。 

借て义吾等は環節結構(ソ let 口目ミ ism orSegtne 日 tatiou ) 
の進おが苗 omo 口 omy から weterono 】 口 y に向う事を一般の 
原斑として承知して居ます。其所で伽體潑生の知識から 
推して多くの普適の蜘棘じ於て蜘がが肢部後下端じがな 
ずる事を田 eteroDO 目 y のためと說明して居まずが、環節結 
憐の厥始的なものじ於ては蜘魏は巧四第おの腹節の肢で 
あるとの個體潑生上の知見に據つて常然蜘沈は腹郁下巧 
の中央じ巧るべき#を椎ぶするのであります。 Arthroly - 
cosids の化巧蜘蛛では保がが不良で遺诚乍ら蜘巧のがは 
查く わかりませのが、をれょりもいくらか beteroiio 巨 OUS 
じ向 ひ一琵 S ho 目 0 曰 omouw じなつて居る現がの Lipbistiid ミ 
では化合せにも吾等は此推{店を顯幕に窠齋きして居る所. 
の蜘巧を見得るのであらまず。がち 2 NALD InNES POCOC 内 
巧は化蜘祕の化厦に基づいてリヒスブィゥス科を非常に 
熏要視し漠お蜘蛛類を大別して二類とした時 Mesothe 一巧 
(中鞋じ蜘巧のおる類}と云うぶを命じ、他のすべての卿 

二！ 
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£ 綠 ) 0原的がが R 丰にも產ずる事 

じ就きで尋ねれるが其の云ふ巧じょれば巧灌じ巧ける兵 
をの.建築は旣じ開始せられた b 丽して其の法は露两盛人 
まじして丸木を積み重ねたるものならと巧て尙ほ精細じ 
聽き質したるじ前擧大沾中學校舍と同】様式じして丸木 
の上下兩面を削りて其の接觸部を平面となせるものなり 
と云へ b 尤も當人は】視察員なるが故じ觀察の誤りなき 
は保證し難'しと雖も今將じ我同胞將をが寒威鶴烈たる化 
地じめて越をずるの用意をなす場ななれば防寒の設備の 
如きも巧•愁の上じもな蔥を要ず巧き今日じ當り上述の如 
き報吿に接しては之を輕々じ看過ずるは巧间胞じ對して 
不親切なるの感を强<したれば】言當局じ具申し置きた 
る次第 ub 之を建築上の擬態..-名•つく。 I 
.猶ほ冬期樵太じ於ては暖房設備は. . rl チヵ(又は ’ .TT 
如一をまとずれども之れホ露西盛人樣式の天井の低き家 
尾じ於て始めて有巧じして大泊中學校の校をの如さ灭井 
の高き宅じがては其の促溫功力が頗る薄：如となるの事實 
も ありこれ ホ當事をの一考を-煩はし度き所な b とす。 

がじ附記す可きは樵太のな民が何故じ保溫上極めてか 

巧なる露西盛巧の家屋を造らずして彼の裘地じ於て猶ほ 
內地じ於けると同様の暖地的家居を建設ずるやの點じあ 
りこれ赏じ考へざるの甚たしきものな b 寒地じ於ては宜 
敷寒地じ適應したる家屋を造 b 其の地じ永なの計*をな 
ずじ非ざれば我固化巧の誉備上又は產業發展上の功果を 
十みじ顯はすことを得ざるを患ふるものな b 。 


二り 

〇榮濱の緣大消雖ょ>化方五十と哩餘の所に榮濱あら 
南憐太の東海岸じ位し權太鐵道の化端終觀な b 此の地に 
着して阳口旅館じ投宿ず巧の日直じ海岸を踏査したるは 
云ふをもなし其の後宿 S ま人巧らて談数刻じなぶ巧日は 
內淵川じ絲釣を試みんと化のま人は明治 S 十八年礫太お 
領當時ょ b 巧なの人じして嘗て人類學の大家故坪井正五 
郞博±が始めて機太に赴きし際此の旅館じ沾しま人の案 
內じて主人部落を巡覚したることあらと而して明日ら自 
身案內のほじ當る巧しと尙ほ數目前じは東化地方の某師 
範學校の先生が僅々ーゴニ時間にして銳數十尾を釣りて歸 
れ b など云ふ釣魚みの重鎭飯な魁憐±の巧られんじはな 
ど思ひて寢じ就く發朝四時半頃(南權太じがける當時の 
日が時なり)起き出づれば降雨甚だしく市街】面の水は 
將じ車軸を沒せんとずるの狀態じて海痒採集の內淵川の 
鱗釣も問題じならず仍て豐原に赴かんとか前九時の巧車¬ 
に乘りた b がの落合罐を過ぐ， 頃降雨の勢稍衰 へたりと 
雖も化の邊は低地じして線路附近に浸水家屋數戶を見た 
b 正午 S 原驛に着し花屋旅館本店にお宿翌朝に至 b 榮濱 
行汽車不通の報に接した b 。 (巧下次號、(飯塚啓心 

•原的の蜘蛛日本じ-^產ずる事 

をを代巧おがじをおする化巧の； g 蛛じ章をミを i ? 
EodenlN {ご oeralyoosi ご werturich, wrotQly々os ぞ Racavnic ミの 
六®十一二種がを b まして Arthrolycosids と IM ふ科を成な 




